
 

市営バスにおける年末試験運行の継続実施について（協議事項） 

 

【協議内容】 

　令和５年度及び令和６年度に実施した年末試験運行（１２月２９日～３１日）並

びに令和７年度に実施した年末年始試験運行（１２月２９日、３０日及び１月３日）

の結果を踏まえ、令和８年度における試験運行を１２月２９日及び３０日の日程で

実施することについて協議します。 

 

１　概要 

⑴　実施の背景及びこれまでの実績 

市営バスは、１２月２９日から１月３日までの年末年始を運休としているが、

利用者から運行を求める要望が寄せられたことを受け、実際の利用ニーズ等を

把握することを目的として試験運行を実施した。 

試験運行は、令和５年度及び令和６年度においては１２月２９日から３１日

まで、令和７年度においては１２月２９日、３０日及び１月３日の日程でそれ

ぞれ実施した。　　 

⑵　実施日程 

　　　令和５年度：令和５年１２月２９日（金）～１２月３１日（日） 

　　　令和６年度：令和６年１２月２９日（日）～１２月３１日（火） 

　　　令和７年度：令和７年１２月２９日（月）、３０日（火） 

令和８年１月３日（土） 

 

２　試験運行利用者数と１２月土日平均利用者数の年度比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

令和５年度 387人 296人 76.5% 322人 83.2% 192人 49.6% ‐ ‐

令和６年度 349人 260人 74.5% 295人 84.5% 196人 56.2% ‐ ‐

令和７年度 383人 379人 99.0% 377人 98.4% ‐ ‐ 216人 56.4%

12月29日 12月30日 12月31日 1月3日
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土日平均

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　アンケート調査での主な意見 

　・「年末の買い物で利用している」 

・「普段から足がないため、年末年始の運行は助かっている」 

・「運休日（１月１日、２日など）も運行してほしい」 

 

４　結果に対する分析 

　　試験運行及びアンケート調査の結果から、１２月２９日及び３０日については、

買い物のための移動に係る利用ニーズが特に高いものと推測される。 

一方、１２月３１日及び１月３日については、買い物先となる食品スーパー等

の店舗が一部休業していた影響等により、利用ニーズが比較的低かったものと考

えられる。 

 

５　運行見直しの方向性 

これまでの試験運行の結果を踏まえると、１２月２９日及び３０日は利用率が

高く、今後運行を継続した場合も、引き続き高い需要が見込まれる。 

一方で、本格運行への移行に当たっては、年間の運行計画の中で持続的に実施

可能な体制を構築するなど、運行事業者の負担にも配慮する必要がある。 

以上を踏まえ、令和８年度においては、試験運行の日程を１２月２９日及び３

０日の２日間に限定した上で、引き続き試験運行を実施することとする。 

 

６　運行事業者との事前調整の状況 

　　今年度の試験運行に係る実施可能な運行体制（人員体制、乗務員の拘束時間等）

について、運行事業者との間で確認済みである。

資料３

・全年度に共通して１２月２９日、１２月３０日の利用率は高い。 

・特に、令和７年度は同年度１２月土日平均と比較してほぼ同程度。

・１２月３１日、１月３日の利用は少ない。


